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１�

．地
域
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
・

生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援
策
の
充
実
・
強
化

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
新
た
な
産
業
を

生
み
出
し
、雇
用
を
確
保
・
拡
大
し
、市
民
所
得
の

向
上
を
も
た
ら
す
な
ど
、地
域
経
済
の
活
性
化
に

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

経
営
基
盤
の
強
化
、健
全
な
発
展
を
支
援
す
る
た

め
、以
下
の
点
に
つ
い
て
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

⑴
創
業
に
対
す
る
支
援

⑵�

地
域
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
強
化
と
市
独

自
の
中
小
企
業
対
策
予
算
の
拡
充

⑶�

中
小
企
業
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
に
向
け
た

金
融
支
援

⑷�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
地
方
創
生
へ
の
取
り
組

み
支
援

⑸�

中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
、Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
に
お
け
る
環
境
整
備

⑹�

経
営
革
新
や
新
分
野
進
出
に
取
り
組
む
中
小

企
業
に
対
す
る
支
援

⑺�
地
域
の
雇
用
創
出
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
に
対
す
る
新
た
な
支
援

⑻�

女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
支
援
制
度
の
検
討

⑼�

国
家
戦
略
特
区
の
効
果
を
活
か
し
た
地
域
の

新
し
い
価
値
の
創
出

⑽�

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（RESA

S

：
リ
ー

サ
ス
）を
活
用
し
た
分
析
お
よ
び
活
用
促
進

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

（
主
に
中
心
市
街
地
活
性
化
関
係
）

　

新
潟
市
の“
顔
”と
な
る
中
心
市
街
地
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、以
下
の
点
に
つ

い
て
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

⑴�

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
へ
の
行
政
機
能
の
移
転
に
引
き

続
き
、古
町
通
７
番
町
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ

ル
へ
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
行
政
機
能
の

移
転
と
西
堀
ロ
ー
サ
等
を
含
め
た
一
体
的
な

事
業
の
推
進

⑵�

中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
お
よ
び
就
労
人
口

増
加
に
向
け
た
支
援

⑶�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑷�

都
心
機
能
を
高
め
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備

計
画
の
早
期
実
現

⑸�

古
町
花
街
を
活
か
し
た
観
光
文
化
拠
点
施
設

等
の
整
備
推
進
と
地
域
文
化
や
産
業
観
光
等

に
関
す
る
取
り
組
み
強
化

⑹�

花
街
文
化
・
伝
統
芸
能
技
能
承
継
と
広
報
活
動

に
対
す
る
支
援
拡
充

⑺�「
鉄
道
の
街
に
い
つ
」復
活
を
目
指
し
た
諸
活

動
へ
の
支
援

３�

．
政
令
指
定
都
市
・
新
潟
の
拠
点
性
向
上
に
向

け
た
積
極
的
対
応

　

新
潟
市
の
さ
ら
な
る
拠
点
性
向
上
に
向
け
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
す
。

⑴
新
潟
港
の
活
性
化

⑵
新
潟
空
港
の
活
性
化

⑶�

新
潟
駅
の
整
備
促
進
お
よ
び
新
幹
線
車
両
の
改
善

⑷�
新
潟
駅
―
新
潟
空
港
間
の
ア
ク
セ
ス
強
化

⑸�
交
流
人
口
の
増
加
等
に
向
け
た
観
光
振
興
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進

⑹�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
）誘
致
・
対
応
策

の
強
化

⑺�

産
学
官
金
連
携
の
推
進

⑻�

災
害
に
強
い
安
心
・
安
全
な
都
市
づ
く
り
の
推
進

※
要
望
書
の
全
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
商
工
会
議
所
（
新
潟
・
新
津
・
亀
田
）
合
同
で

新
潟
市
の
政
策
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出

　

10
月
11
日
、当
所
と
新
津
、亀
田
の
３
商
工
会
議
所
は
合
同
で
、篠
田
昭
新
潟
市
長
及
び
高
橋
三
義
新
潟

市
議
会
議
長
に
対
し
、「
平
成
二
十
九
年
度
新
潟
市
の
政
策
に
対
す
る
要
望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
地
域
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援
策
の
充
実
・
強

化
」と「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
政
令
指
定
都
市
・
新
潟
の
拠
点
性
の
向
上
に
向
け
た
積
極
的
対
応
」を
３

本
柱
と
し
て
要
望
し
ま
し
た
。（
重
点
要
望
は
以
下
の
通
り
）

篠田市長（中央左）に要望を提出
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高橋議長（中央右）に要望を提出
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会議所の き動

2016.11

「
第
12
回
古
町
音
楽
祭
」
開
催
！

グランプリを受賞したルゥさんの演奏

　

古
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会（
新
潟
中
心
商
店

街（
協
）・
新
潟
商
工
会
議
所
で
構
成
）は
、
10

月
10
日
、
古
町
７
番
町
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
12

回
目
と
な
る
古
町
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
36
組
の
応
募
の
中
か
ら
、
厳
正
な

予
選
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
10
組
が
本
選
に
出

場
。
当
日
は
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
主
な
受
賞
者
・
曲
名
は
次
の
通
り
で

す
。

・
グ
ラ
ン
プ
リ�

ル
ゥ
さ
ん

曲
名
「
ト
キ　

ま
た
会
お
う
ね
」

・
準
グ
ラ
ン
プ
リ�M

ondeo

さ
ん

曲
名
「
越
後
道
中
・
味
探
訪
」

・
新
潟
商
工
会
議
所
特
別
賞�

丸
山
拓
真
さ
ん

曲
名
「Love

＆Peace

」

県
内
最
大
級
の
商
談
型
産
業
見
本
市

に
い
が
た
Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
６

　

10
月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
、
新
潟
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
に
い
が
た
Ｂ
Ｉ
Ｚ�

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
、
１
６
０

社
を
超
え
る
団
体
・
企
業
が
出
展
し
、
２
日
間

で
約
１
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
当
所
の
助
成
支
援
を
活
用
し
て

会
員
企
業
10
社
が
出
展
し
、販
路
開
拓
に
向
け
、

自
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
や
新
規
顧
客
獲
得
の
た
め
の

情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、工
業
部
会
（
渋
井
信
之
部
会
長
）
は
、

部
会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
合
わ
せ
、
10
月
20
日
に
内
田
・
鮫
島
法
律

事
務
所
の
鮫
島
正
洋
氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

鮫
島
氏
は
「
中
小
企
業
は
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
を

目
指
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
は
模
倣
品
対
策
や

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
知
財
戦
略
が
必
須
で

あ
る
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

人
と
地
球
に
優
し
い
農
業
を
見
学

～
女
性
会
視
察
見
学
会
～髙橋社長から栽培管理について

説明を受ける女性会メンバー

　

当
所
女
性
会
（
竹
林
昭
代
会
長（
当
時
））
は
、

10
月
20
日
に
参
加
者
21
名
で
視
察
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

北
区
の
タ
カ
ギ
農
場
で
は
、
髙
橋
社
長
か
ら

糖
度
に
こ
だ
わ
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
の
ハ
ウ

ス
栽
培
や
農
薬
を
極
力
使
わ
な
い
こ
だ
わ
り
の

米
作
り
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。ま
た
、

併
設
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン�

ラ
・
ト
ラ
ッ
ト
リ

ア
「
エ
ス
ト
ル
ト
」
で
は
、
美
味
し
い
と
思
え

る
も
の
だ
け
を
提
供
す
る
こ
だ
わ
り
で
、
農
場

で
採
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
食
材
を
使
用
し
た

ラ
ン
チ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
江
南
区
の
介
護
施
設
「
夢
の
み
ず

う
み
村
」
を
訪
れ
、
要
介
護
者
で
も
人
生
を
現

役
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
様
子

を
見
学
。
あ
え
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
せ
ず
、
手

先
や
脳
を
鍛
え
る
た
め
の
工
夫
が
施
さ
れ
た
施

設
を
、
参
加
者
は
興
味
深
く
見
学
し
ま
し
た
。

広
大
な
北
海
道
の
道
東
地
域
を
巡
る

～
商
工
ク
ラ
ブ
秋
の
旅
行
～

　

新
潟
商
工
会
議
所
会
員
の
親
睦
団
体
で
あ

る
商
工
ク
ラ
ブ
（
理
事
長
：
高
橋
秀
松
副
会

頭（
当
時
））
は
、
10
月
12
日
か
ら
14
日
、
恒

例
の
秋
の
旅
行
を
参
加
者
９
名
で
実
施
し
、

北
海
道
の
道
東
地
域
を
巡
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
釧
路
市
内
の
丹
頂
鶴
自
然
公
園
で

特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
を

学
び
、
展
望
台
か
ら
釧
路
湿
原
の
景
観
を
楽

し
み
ま
し
た
。
翌
日
は
阿
寒
湖
を
船
で
周
遊

後
、霧
で
有
名
な
摩
周
湖
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
」
で
マ

イ
ナ
ス
15
度
の
部
屋
で
本
物
の
流
氷
に
触
れ

る
な
ど
の
体
験
後
、
博
物
館
網
走
監
獄
で
移

築
復
元
や
再
現
建
築
さ
れ
た
旧
網
走
刑
務
所

の
建
物
群
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
を
通
じ
て
、
北
海
道
の
自
然
と
歴

史
を
堪
能
し
た
秋
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

中小企業の経営戦略について講演する鮫島氏

まりもで有名な阿寒湖にて


